
〝好きです＂人
とも

・夢
みらい

・自
い の ち

然

●今月の見どころ！
　・クボタキャラバン開催 2P
　・中学生におにぎり贈呈 4P

旬な情報お届け中!!  @jamatto_official 松任市農業協同組合で検索!!
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11
月
２
日
（
木
）、
Ｊ
Ａ
松
任
松
南
支

店
前
の
圃
場
に
て
、ク
ボ
タ
ア
グ
リ
サ
ー

ビ
ス
共
同
に
よ
る
最
新
農
機
の
展
示
・

試
乗
会
「
ク
ボ
タ
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
作
業
別
に
4
台
の
ト
ラ
ク

タ
ー
と
付
属
の
装
置
・
作
業
機
が
用
意

さ
れ
、
Ｊ
Ａ
松
任
管
内
の
生
産
者
約
50

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

最
新
型
ト
ラ
ク
タ
ー
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
用
い

た
自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
、
浅
起
こ
し
プ

ラ
ウ
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
生
産
者
た
ち

は
ト
ラ
ク
タ
ー
に
試
乗
し
、
ク
ボ
タ
ア

グ
リ
サ
ー
ビ
ス
の
社
員
か
ら
説
明
を
受

け
て
い
ま
し
た
。
特
に
目
玉
の
農
機
と

し
て
紹
介
さ
れ
た
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
用
い
た

自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
「
ト
プ
コ
ン
自
動

操
舵
シ
ス
テ
ム
」
で
は
、
経
験
の
浅
い

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
も
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用

し
た
自
動
操
舵
に
よ
り
、
正
確
に
作
業

が
で
き
る
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
労
働
力
不
足
の
解
消
や
、
作

業
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
松
任
で
は
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
や

営
農
指
導
を
通
し
、
生
産
者
の
所
得
最

大
化
と
生
産
量
の
拡
大
が
実
現
で
き
る

よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

最新農機 最新農機 大集合 !!大集合 !!
クボタキャラバンを開催 !!クボタキャラバンを開催 !!

トプコンと浅起こしプラウが取り付けられたトラクター

自動操舵によりまっすぐ耕された圃場

見どころ!!
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【全体運】一進一退のままならない
運気。急がずいつものペースを保
つよう心がけましょう。下旬は作
業も予定も挽回可能です
【健康運】寒さ対策を入念に。あっ
たかインナーは特に◎
【幸運の食べ物】サツマイモ

【全体運】吉凶混合ながら華やかな
運気。気持ちを上手に切り替えポ
ジティブ思考でいきましょう。吉
運が強まります
【健康運】慌ててけがなどをしない
ように。浴室は暖めて
【幸運の食べ物】ハクサイ

【全体運】活気があります。華やか
なことにツキがあるので遊びに行
く計画を立てて。作業はスピード
より正確さ重視で
【健康運】脳トレがお勧め。パズル
や手の運動で脳を刺激して
【幸運の食べ物】エリンギ

【全体運】ピンチが接近中です。警
戒を怠らないで。いつもより慎重
に行動することで危険を減らせま
す。下旬からは上昇運
【健康運】体を冷やさないように。
特に腰はしっかりケアを
【幸運の食べ物】シュンギク

【全体運】好調です。本気を見せれ
ば状況を変えられます。諦めずに
チャレンジを。新年会やパーティー
への出席が吉
【健康運】体を動かすほど調子が上
がります。スポーツが吉
【幸運の食べ物】レンコン

【全体運】もう少しで状況が変わり
ます。面倒なことも手を抜かずに
進めることが大切です。人との交
流が開運のきっかけに
【健康運】胃腸をいたわって。消化
の良い食事で元気に
【幸運の食べ物】カリフラワー

【全体運】家族や家の中のことを後
回しにしないように。身の回りの
ことを優先させれば危険を回避で
きます。掃除は丁寧に
【健康運】無理は禁物。適度に休憩
し疲れをためないように
【幸運の食べ物】京ニンジン

【全体運】コミュニケーション運が
活発化。あなたが間に入れば問題
は解決へ。情報収集をしっかりし
冷静に対応しましょう
【健康運】友人との運動やおしゃべ
りが健康を保つこつ
【幸運の食べ物】ゴボウ

【全体運】あれもこれもと欲張ると
収拾がつかなくなってしまいそう。
あなたにとって大事なことを優先
して。観劇にツキ
【健康運】おいしい食事で元気を
チャージ。旬の食材が吉
【幸運の食べ物】サトイモ

【全体運】勢いがあります。計画を
実行に移しましょう。会合では発
言を。あなたの意見が好結果につ
ながります。周りへの協力が吉
【健康運】頭痛は早めにケアを。目
の疲れに効くマッサージも◎
【幸運の食べ物】芽キャベツ

【全体運】じっくり時間をかけるの
が正解です。気持ちがせいたら深
呼吸を。落ち着きを保つのが成功
の鍵。美術鑑賞にツキ
【健康運】心の疲れに気を付けて。
音楽や美しい景色が癒やしに
【幸運の食べ物】ダイコン

【全体運】良い風が吹いています。
お誘いには乗ってみましょう。今
まで気付かなかった新しい発見が
あるはず。会合にツキ
【健康運】やったことのないスト
レッチに挑戦を。脳も活性化
【幸運の食べ物】イチゴ

　

令
和
５
年
12
月
１
日
（
金
）、
婚
礼
や
老
舗
料
亭
の
お
花
の
生
け

込
み
な
ど
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
架
谷
和
美
先
生
を
お
迎
え
し
、「
お

洒
落
な
お
正
月
飾
り
」
講
座
を
松
南
倉
庫
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
残
り
１
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
が
、
お
正
月
が
華
や
か
に
迎

え
ら
れ
る
よ
う
な
素
敵
な
お
正
月
飾
り
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
し
め
縄
に
造
花
を
ワ
イ
ヤ
ー
で
く
く
る
作
業
で
は
、
お
花

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
作
成
し
て
い
き
ま
す
。
受
講
生
は
お
花

の
向
き
や
水
引
の
長
さ
な
ど
、
受
講
生
同

士
で
楽
し
く
相
談
し
な
が
ら
、
先
生
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
“
自
分
だ
け
の
”
の

お
正
月
飾
り
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
お
正
月
飾
り
は
そ
れ
ぞ
れ

違
っ
た
趣
き
が
あ
り
、受
講
生
か
ら
は「
ワ

ク
ワ
ク
し
た
年
を
迎
え
ら
れ
そ
う
で
す
」

「
お
正
月
が
来
る
の
が
楽
し
み
で
す
」「
お

家
の
中
が
華
や
か
に
な
り
そ
う
で
す
」
な

ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
卒
業
間
近
と
な
り
、
次
回
は

「
卒
業
記
念
制
作 

～
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト

～
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

1 月

3

牡羊座　　　牡羊座　　　
3/21〜 4/193/21 〜 4/19

牡牛座　　　牡牛座　　　
4/20〜 5/204/20 〜 5/20

双子座　　　双子座　　　
5/21〜 6/215/21 〜 6/21

蟹座　　　　蟹座　　　　
6/22 〜 7/226/22 〜 7/22

獅子座　　　獅子座　　　
7/23〜 8/227/23 〜 8/22

天秤座　　　天秤座　　　
9/23〜 10/239/23〜 10/23

蠍座　　　　蠍座　　　　
10/24 〜 11/2210/24 〜 11/22

乙女座　　　乙女座　　　
8/23〜 9/228/23 〜 9/22

水瓶座　　　水瓶座　　　
1/20〜 2/181/20 〜 2/18

魚座　　　　魚座　　　　
2/19 〜 3/202/19 〜 3/20

山羊座　　　山羊座　　　
12/22〜 1/1912/22〜 1/19

射手座　　　射手座　　　
11/23〜12/2111/23〜12/21

“第６期あさ姫スクール”
第 13 回　お洒落なお正月飾りを開催しました！

先生からアドバイス♪

～みんなで集合写真～

楽しく作れました♪良い年が迎えられそうですね✨
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11
月
2
日
、
6
日
、
12
月
4
日
の
3
日

間
に
か
け
て
Ｊ
Ａ
松
任
管
内
の
中
学
校
3

校
「
光
野
中
学
校
、
笠
間
中
学
校
、
松
任

中
学
校
」
の
1
、
2
年
生
に
お
に
ぎ
り
約

９
０
０
個
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

部
活
動
に
励
む
生
徒
へ
、
得
田
組
合
長

や
Ｊ
Ａ
松
任
職
員
か
ら
お
に
ぎ
り
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
得
田
組
合
長
は
学
生

に
向
け
て
「
食
の
多
様
化
し
た
現
代
で
す

が
、
お
米
は
日
本
人
の
主
食
と
し
て
非
常

に
優
れ
て
お
り
、
生
徒
皆
さ
ん
の
成
長
に

必
要
な
栄
養
が
ふ
ん
だ
ん
に
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
忙
し
い
時
や
小
腹
の
す
い
た
と
き

に
、
ぜ
ひ
お
に
ぎ
り
を
食
べ
て
、
部
活
動

や
勉
強
に
勤
し
ん
で
く
だ
さ
い
。」
と
話

し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
お
に
ぎ
り
の
機
能
性
や

お
い
し
さ
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
石
川
が
設
け
た
お
に
ぎ
り
の
日

に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
北
星
中
学
校
に
は
、
10
月
に
全

校
生
徒
を
対
象
に
お
に
ぎ
り
の
贈
呈
を

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ま
い
ど
さ
ん

11
月
号
又
は
Ｊ
Ａ
松
任
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

JA 松任管内中学校にJA 松任管内中学校におにぎりおにぎりの贈呈の贈呈

光野中

笠間中

松任中

見どころ!!
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11
月
8
日
（
水
）、
馳
石
川
県
知
事
に
よ
る
白
山
市

と
野
々
市
市
内
農
家
の
現
地
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
松
任
管
内
で
は
㈲
安
井
フ
ァ
ー
ム
に
て
視
察
が

行
わ
れ
、得
田
組
合
長
・
福
島
専
務
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

現
地
視
察
で
は
㈲
安
井
フ
ァ
ー
ム
代
表
取
締
役
社

長
安
井
善
成
氏
よ
り
、
生
産
に
関
す
る
取
り
組
み
や

設
備
、
外
国
人
労
働
者
の
現
状
、
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
地
視
察
で
は
、
パ
ネ
ル
で
説
明
が
行
わ
れ
た
の

ち
、
設
備
見
学
と
し
て
冷
蔵
倉
庫
内
に
た
ち
入
り
、

規
模
や
温
度
の
低
さ
に
驚
き
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
外
国
人
労
働
者
に
馳
知
事
か
ら
質
問
し
た
際

に
は
「
安
井
社
長
は
優
し
く
対
応
し
て
く
れ
る
。
と

て
も
働
き
や
す
い
」
と
答
え
る
な
ど
、
大
規
模
営
農

を
営
み
な
が
ら
、
外
国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
、
生

産
性
の
効
率
を
図
っ
て
い
る
安
井
社
長
の
人
と
な
り

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
よ
う
な
視
察
を
通
し
、
石
川
県
や
国
内
の

農
業
に
つ
い
て
実
情
を
伝
え
、
農
業
従
事
者
に
と
っ

て
有
益
な
政
策
を
打
ち
出
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
自

治
体
に
訴
え
か
け
る
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

11
月
21
日
（
火
）、
Ｊ
Ａ
松
任
松
南
倉
庫
会
議
室

に
て
、
白
山
石
川
営
農
推
進
協
議
会
園
芸
部
会
に

よ
る
白
ね
ぎ
合
同
栽
培
講
習
会
が
行
わ
れ
、
Ｊ
Ａ

松
任
・
Ｊ
Ａ
白
山
管
内
の
生
産
者
と
関
係
者
の
合

計
30
名
が
集
ま
り
、
令
和
6
年
度
の
栽
培
に
向
け

て
真
剣
な
表
情
で
講
師
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　

講
師
と
し
て
株
式
会
社
関
東
農
産
の
佐
藤
氏
を

お
招
き
し
、ね
ぎ
専
用
の
育
苗
培
土
「
よ
か
っ
た
根
」

に
つ
い
て
講
習
が
行
わ
れ
、「
土
の
良
さ
を
生
か
し

た
焼
成
赤
玉
土
と
腐
植
酸
の
使
用
に
よ
り
根
張
り

の
良
い
ガ
ッ
チ
リ
と
し
た
苗
に
仕
上
が
り
、
活
着

性
に
優
れ
て
い
る
」と
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

石
川
農
林
総
合
事
務
所
か
ら
は
酸
素
供
給
剤
に
よ

る
ね
ぎ
の
生
育
に
関
す
る
情
報
提
供
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
近
年
の
気
象
変
動
に
対
応
し
、
雨
対
策
と

し
て
酸
素
供
給
剤
「
オ
キ
ソ
パ
ワ
ー
５
」
の
使
用

が
提
案
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
降
雨
量
が
少
な
い

場
合
で
も
ね
ぎ
の
品
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
示

唆
さ
れ
、
費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら
も
酸
素
供
給

剤
の
利
用
が
推
奨
さ
れ
る

と
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
下
最
大
の
ね
ぎ
産
地

で
あ
る
当
Ｊ
Ａ
で
は
今
年

度
約
90
ｔ
の
ね
ぎ
を
出
荷

し
て
お
り
ま
す
。
来
年
度

以
降
、
よ
り
高
品
質
な

ね
ぎ
を
栽
培
で
き
る
よ
う

生
産
者
の
皆
様
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

12
月
2
日
（
土
）、
山
島
の
郷
酒
米

振
興
会
主
催
に
よ
る
「
新
酒
を
祝
う
会
」

が
山
島
公
民
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

新
酒
を
祝
う
会
は
、
山
島
の
郷
酒

米
振
興
会
の
メ
ン
バ
ー
が
丹
精
込
め

て
生
産
し
た
酒
造
好
適
米
「
石
川
門
」

「
五
百
万
石
」
と
霊
峰
白
山
の
伏
流
水

「
菊
水
」
を
使
っ
て
、
地
元
蔵
元
が
匠

の
技
で
造
り
上
げ
た
地
産
地
消
の
お
酒

「
手
取
川
」
の
は
じ
め
て
の
出
来
上
が

り
を
記
念
し
、
関
係
者
相
互
の
協
同
意

識
の
昂
揚
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
関
係

者
約
50
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
酒
蔵
見
学
を
実
施
し
た
後
、

意
見
交
換
会
と
交
流
会
を
行
い
ま
し

た
。
意
見
交
換
会
で
は
、
今
年
の
酒
米

の
品
質
と
お
酒
の
出
来
上
が
り
具
合
に

つ
い
て
報
告
し
あ
い
、
酒
造
り
に
と
っ

て
良
い
酒
米
と
は
ど
の
よ
う
な
お
米
な

の
か
を
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

知事からインタビューされる外国人労働者

第 42 回県知事を囲む県政現地懇親会

白ねぎ合同栽培講習会を開催しました

山島の郷酒米振興会「新酒を祝う会」が開催されました
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西
南
支
店
管
内
（
加
賀

野
地
区
）
の
年
金
受
給
者

を
対
象
に
、
会
員
相
互
の

親
睦
融
和
と
健
康
増
進
を

期
し
、
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
お
よ
び
茶
話
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
11
月
10
日

（
金
）
加
賀
野
公
民
館
に

お
い
て
、
25
名
の
参
加
を

頂
き
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
新
た
な
試
み
と
し
て
こ
の
大
会
を
開
催
し
、
皆
さ

ん
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

北
川　

明
宏 

さ
ん

準
優
勝　

山
田
二
三
子 

さ
ん

第
3
位　

石
井
美
代
子 

さ
ん

　

10
月
15
日
（
日
）
よ
り
白
山
ろ
く
体
育
館

に
お
い
て
、
白
山
市
学
童
野
球
選
手
権
大
会

兼
Ｊ
Ａ
松
任
旗
争
奪
大
会
が
開
催
さ
れ
、
11

月
26
日
（
日
）
ま
で
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
鶴
来
広
陽
学
童
野
球
ク
ラ

ブ
の
石
田
主
将
が
選
手
宣
誓
し
、
12
チ
ー
ム

で
開
幕
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
、
優
勝
チ
ー
ム
を

は
じ
め
上
位
の
チ
ー
ム
に
Ｊ
Ａ
よ
り
表
彰
状

と
商
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

優　

勝　

松
任
若
体
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
ズ

準
優
勝　

松
任
ブ
ル
ー
ウ
ィ
ン
グ
ス

3　

位　

朝
日
学
童
野
球
ク
ラ
ブ

同　
　
　

旭
丘
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

　

令
和
5
年
11
月
14
日
（
火
）、
若
宮
公
園

横「
緑
の
健
康
広
場
」に
お
い
て
、17
名（
男

性
11
名
・
女
性
6
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
悪
天
候
で
開
催
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
プ
レ
ー
を
開
始
す
る
と
み
る
み
る

う
ち
に
天
候
が
回
復
し
、
参
加
者
の
皆
様

は
和
気
あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー
を
楽
し
ま
れ

ま
し
た
。
な
お
、
大
会
結
果
は
次
の
通
り

で
す
。

男
子
優
勝　

松
木　

宣
博 

さ
ん

女
子
優
勝　

五
歩
市
禮
子 

さ
ん

男
子
2
位　

笠
間　
　

保 

さ
ん

女
子
２
位　

木
村　

寿
子 

さ
ん

総
合
3
位　

松
本　

哲
夫 

さ
ん

6

令和５年度加賀野地区年金友の会スカットボール大会
および茶話会開催！

第 12 回「白山学童野球選手権大会兼 JA 松任旗争奪大会」

令和５年度中奥地区年金友の会秋季グラウンドゴルフ大会 開催！
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11
月
14
日（
火
）、松
南
倉
庫
会
議
室
に
て
、

「
相
続
税
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
主
催
を
Ｊ
Ａ
松
任
、

協
賛
を
積
水
ハ
ウ
ス
株
式
会
社
シ
ャ
ー
メ
ゾ

ン
支
店
、
講
師
に
は
税
理
士
で
あ
り
、
行
政

書
士
で
も
あ
る
小
林
花
代
先
生
を
お
迎
え
し

て
「
相
続
税
・
贈
与
税
」
を
テ
ー
マ
に
、
相

続
税
の
申
告
で
困
っ
た
こ
と
や
こ
れ
か
ら
の

贈
与
税
の
ポ
イ
ン
ト
の
解
説
を
レ
ク
チ
ャ
ー

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
初
、
定
員
30
名
の
募
集
で
あ
っ
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
応
募
が
あ
っ
た
た
め
定
員
50
名

に
増
や
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

小
林
先
生
の
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
た
説
明
は
と
て
も
分
か
り
や
す
く
、
ご
自
身

の
体
験
談
を
紹
介
し
な
が
ら
の
解
説
は
参
加
者
み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
好
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
の
み
な
さ
ま
に
は
、
お
帰
り
の
際
に
四
季
彩

Ｒ
ｉ
ｃ
ｃ
ａ
の
お
弁
当
を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
相
続
税
と
贈
与
税
を
主
な
テ
ー
マ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

今
後
も
み
な
さ
ま
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
Ｊ
Ａ
松
任
ふ
れ
あ
い
推
進
課
で

は
「
財
産
診
断
サ
ー
ビ
ス
」
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
ご
自
分
の
財
産
を
把
握
し
て
お
き
た

い
と
い
う
方
は
お
気
軽
に
Ｊ
Ａ
松
任
ふ
れ
あ

い
推
進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
推
進
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
７
６
）
２
７
４–

１
４
６
４

　

11
月
30
日
（
木
）、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

石
川
主
催
で
開
催
さ
れ
た
「
営
農
指
導

実
践
大
会
」
に
お
い
て
最
も
優
良
と
思

わ
れ
る
事
例
を
発
表
し
た
と
し
て
Ｊ
Ａ

松
任
園
芸
振
興
課　

山
越
瑞
穂
さ
ん
が

“
最
優
秀
賞
”
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
営
農
指
導
担
当
者
の
専

門
性
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
、
今

後
の
営
農
指
導
活
動
の
参
考
と
な
る
、

優
秀
な
活
動
事
例
の
共
有
を
目
的
と
し

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
山
越
さ
ん
は
「
白

ね
ぎ
産
地
化
に
向
け
た
作
付
け
推
進
」
と
題
し
、
自
身
の
活
動
事
例
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
山
越
さ
ん
は
「
こ
の
度
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
（
最
優
秀
）

に
選
ば
れ
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
で
す
。
次
の
全
国
大
会
に
向
け
、
さ
ら
に

努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。」
と

喜
び
を
交
え
な
が
ら
語
り
ま
し

た
。

　

山
越
さ
ん
は
今
後
、
令
和
6

年
2
月
16
日
（
金
）
開
催
予
定

の
「
令
和
5
年
度 

第
8
回
Ｊ
Ａ

営
農
指
導
実
践
全
国
大
会
」
に

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
す
。
全
国
大
会
で
も
優

秀
な
成
績
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

組合員のみなさんへ相続税セミナーを開催しました

営農指導実践大会が開催され、JA 松任が最優秀賞を獲得しました
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鬼ごっこやドッチボールなど体を
動かして遊ぶことが大好きなさく

らぐみさん。運動会では、

鼓隊、よさこい、リレーをみんな
で力を合わせて一生懸命頑張り

ました。お友だちを想う

気持ちも大きくなり、困っている
子がいると声をかけてあげたり、

助けてあげたり、優しい

姿がたくさん見られるようになり
ました。これからもその優しい気

持ちを忘れず、お友だち

や先生と楽しく過ごして思い出た
くさん作ろうね。

相
川
町
　
社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
松
任
福
祉
会  

は
ま
な
す
保
育
園

　（
園
長
　
宮み

や

子こ　

征せ
い

士じ

　
先
生
）

さ
く
ら
組
　
19
名
（
男
児
　
7
名
、
女
児
　
12
名
）

　
　
　
担
任
　
柿か

き

島し
ま　

加か

代よ

　
先
生
、
乾い

ぬ
い　

実み

奏か

子こ

　
先
生

　
　
　
　
　
　
本ほ

ん

田だ　

佐さ

知ち

子こ

　
先
生

剣
崎
町
　
社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
松
南
福
祉
会  

林
中
こ
ど
も
園

　（
園
長
　
下し

も

田だ　

佳よ
し

美み

　
先
生
）

ひ
ば
り
組
　
41
名
（
男
児
　
24
名
、
女
児
　
17
名
）

　
　
　
担
任
　
干ほ

し

場ば　

涼
り
ょ
う

子こ

　
先
生
、
了

り
ょ
う

舟し
ゅ
う　

里さ
と

美み

　
先
生

　
　
　
　
　
　
中な

か

島し
ま　

歩あ
ゆ

美み

　
先
生
、
宮み

や

川か
わ　

八や

重え

　
先
生 いつも元気いっぱいのひばり組！和太鼓演奏や夏まつり、運動会など様々な行事をやり遂げてきました。白山文化祭では、沢山の観客の前で、力強い勇み太鼓と迫力ある虫送り太鼓を演奏し、表現会では、色々なアイディアを出し合い、楽しみながら1つの劇を作り上げました。行事を通して、友達と力を合わせる大切さや楽しさ、達成感を感じる中で、心も体も逞しくなりました。卒園まであと少し！みんなで楽しい思い出を沢山作ろうね！

先生からの連絡帳

先生からの連絡帳
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【
Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部
1
分
間
Ｐ
Ｒ
動
画
優
秀
賞
獲
得
】

～
本
部
役
員
会
～

　

11
月
24
日（
金
）、富
山
県
に
て
開
催
さ
れ
た「
令

和
5
年
度　

東
海
北
陸
地
区
農
協
青
年
組
織
協
議

会　

Ｊ
Ａ
東
海
北
陸
青
年
大
会
」
に
お
い
て
、
Ｊ

Ａ
松
任
青
年
部
1
分
間
Ｐ
Ｒ
動
画
が
優
秀
賞
を
獲

得
し
、
藤
原
委
員
長
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

1
分
間
Ｐ
Ｒ
は
Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
協
議
会
に
よ

り
、
青
年
部
活
動
を
地
域
の
方
々
に
広
く
周
知
す

る
こ
と
を
目
的
に
、取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

青
年
部
活
動
や
農
作
業
の
楽
し
さ
や
魅
力
を
伝
え

る
た
め
Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部
で
も
動
画
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

表
彰
式
に
は
Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部
藤
原
陽
平
委
員
長
が
出
席
し
「
今
後
も
農

業
の
楽
し
さ
、
青
年
部
活
動
の
魅
力
を
直
感
的
に
感
じ
取
れ
る
ツ
ー
ル
と
し

て
、Ｐ
Ｒ
動
画
作
成
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
語
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
Ｐ
Ｒ
動
画
は
、
東
海
北
陸
地
区

の
代
表
作
品
と
し
て
全
国
大
会
に
駒
を
進

め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
松

任
青
年
部
の
公
式you

tu
b

e

チ
ャ
ン
ネ

ル
で
も
公
開
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
興

味
の
あ
る
方
は
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
ふ
れ
あ
い
山
島
バ
ザ
ー
】～

松
南
支
部
山
島
地
区
～

　

10
月
29
日
（
日
）
に
ふ
れ
あ
い
山
島
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
島
青
年
部
は
自
分
た
ち
で
育
て
た
サ
ツ
マ
イ
モ
や
長
い
も
、
そ
の
他
地

域
で
育
て
た
野
菜
の
販
売
と
模
擬
店
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
秋
晴
れ
に
恵

ま
れ
た
お
か
げ
も
あ
り
、
地
域
の
方
も
多
く
見
え
ら

れ
大
盛
況
で
し
た
。
自
分
た
ち
で
育
て
た
野
菜
を
地

域
で
販
売
し
、
地
域
の
方
に
購
入
し
て
い
た
だ
く
、

地
産
地
消
に
も
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
地

域
の
行
事
に
参
加
し
て
地
域
貢
献
の
一
助
に
な
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
な
ど
良
い
経
験
が
出
来
た
と
思
い

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
今
ま
で
行
っ
て

き
た
行
事
の
中
止
、
規
模
の
縮
小
な
ど
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
前
と
同
様
の
状
態
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
方
た
ち
が

多
く
集
ま
り
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
見
る
こ
と

が
で
き
、う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

山
島
青
年
部
と
し
て
も
、
感
染
防
止
対
策
を

取
り
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
活
動
や
地
域
活

動
へ
の
参
加
な
ど
地
域
貢
献
に
今
後
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
林
中
文
化
祭
・
剣
崎
な
ん
ば
味
噌
作
り　
　
　

　
　
　
　

～
今
年
収
穫
し
た
な
ん
ば
で
味
噌
作
り
～
】

～
松
南
支
部
林
中
地
区
～

　

10
月
29
日
（
日
）、
林
中
青
年
部
は
旧
松
南
支
店
跡
地
で
、
野
菜
の
販
売
を

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ  

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ  

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
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【
さ
つ
ま
い
も
と
上
安
田
の
イ
モ
の
子
収
穫
】

～
西
南
支
部
石
川
地
区
～

　

５
月
に
定
植
し
た
さ
つ
ま
い
の
金
時
・
安
納
い
も
２
種
類
の
収
穫
を
、
９

月
17
日
（
日
）
に
盟
友
と
そ
の
家
族
が
参
加
し
て
収
穫
し
ま
し
た
。
大
き
さ

も
ま
ず
ま
ず
で
、
収
穫
量
も
最
高
で
し
た
。
帰
り
に
は
、
子
供
た
ち
が
袋
い
っ

ぱ
い
に
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
、
大
喜
び
の
様
子
で
し
た
。

　
『
上
安
田
の
イ
モ
の
子
』
の
収
穫
は
、
11
月
26
日
（
日
）
に
盟
友
で
行
い
ま

し
た
。
今
年
は
種
芋
の
量
も
増
や
し
て
植
え
付
け
し
ま
し
た
。
７
月
の
段
階

で
は
、
水
ま
き
が
足
り
な
か
っ
た
せ
い
か
、
成
長
で
き
な
か
っ
た
株
も
あ
り
、

歯
抜
け
状
態
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　

暑
い
中
、
通
路
の
草
刈
り
や
、
葉
を
食
べ
る
ヨ
ト
ウ
ム
シ
の
駆
除
を
何
度

か
行
い
ま
し
た
。
ヨ
ト
ウ
ム
シ
の
駆
除
は
、

割
り
ば
し
で
虫
を
捕
ま
え
る
昔
な
が
ら
の
方

法
で
行
い
ま
し
た
。

　

イ
モ
の
子
は
株
を
ス
コ
ッ
プ
で
掘
り
上

げ
、
高
圧
洗
浄
機
の
水
圧
で
泥
を
洗
い
流
す

方
法
で
収
穫
し
、
コ
ン
テ
ナ
４
ケ
ー
ス
程
に

な
り
ま
し
た
。
昨
年
よ
り
２
ケ
ー
ス
程
少
な

い
よ
う
で
し
た
。

　

収
穫
し
た
物
は
、
た
わ
し
で
土
を
落
と
し

な
が
ら
水
洗
い
し
、
皮
も
新
鮮
な
の
で
簡
単

に
む
け
ま
す
。
長
期
保
存
用
は
、
日
陰
干
し
を
行
い
、
段
ボ
ー
ル
な
ど
で
保

温
保
存
を
し
ま
す
。
サ
ツ
マ
イ
モ
も
同
様
に
し
て
冬
場
の
保
存
食
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
来
年
度
の
種
芋
の
と
り
わ
け
も
行
い
ま
し
た
。

　

残
り
の
イ
モ
の
子
は
、
地
区
で
芋
煮
会
を
開
催
す
る
方
向
で
動
い
て
い
ま

す
の
で
地
区
で
採
れ
た
野
菜
と
合
わ
せ
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
『
上
安
田
の
イ
モ
の
子
』
は
、
上
安
田
町
で
明
治
時
代
か
ら
代
々
引
き
継
が

れ
、
栽
培
さ
れ
続
け
て
い
る
里
芋
の
事
で
す
。
約
20
年
前
に
『
上
安
田
い
も

の
こ
保
存
会
』
が
発
足
さ
れ
、
種
の
保
存
と

商
品
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
伝
統
あ

る
農
産
物
の
保
存
と
取
り
組
み
に
我
が
石
川

地
区
青
年
部
も
協
力
出
来
れ
ば
と
思
い
、
ご

指
導
を
い
た
だ
い
て
、
こ
の
『
上
安
田
の
イ

モ
の
子
』
の
栽
培
に
挑
戦
し
て
３
年
目
と
な

り
ま
し
た
。『
上
安
田
の
イ
モ
の
子
』
は
市

場
で
流
通
し
て
い
る
里
芋
と
比
べ
、
ぬ
め
り

と
も
ち
も
ち
感
が
強
く
、
独
特
の
風
味
が
あ

る
と
い
う
事
で
す
。

行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
気
候
や
物
価
高
騰
の
影
響
が
あ
っ
た

か
判
り
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
方
に
、
野
菜
を
買
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

11
月
18
日
（
土
）、
今
年
収
穫
し
た
な
ん
ば
で
、

な
ん
ば
味
噌
作
り
で
す
。

　

９
月
上
旬
か
ら
な
ん
ば
を
収
穫
し
４
週
間
ほ
ど

干
し
て
、
ペ
ー
ス
ト
に
加
工
し
ま
す
。
今
回
は
、

猛
暑
の
影
響
も
あ
り
、
収
穫
は
大
変
で
し
た
が
、

な
ん
と
か
11
月
か
ら
新
剣
崎
な
ん
ば
を
使
用
し
た

味
噌
を
皆
様
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ご
は
ん
や
き
ゅ
う
り
な
ど
の
野
菜
に
つ
け
て
食

べ
る
と
よ
り
味
が
引
き
立
っ
て
美
味
し
い
で
す
。

ま
た
、
酒
の
つ
ま
み
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
方

も
い
る
そ
う
で
す
。
幻
の
味
を
是
非
一
度
ご
賞
味

く
だ
さ
い
。
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あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
家
庭
菜
園

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
家
庭
菜
園

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

シ
ウ
ム
を
含
む
石
灰
資
材
を
投
入
し
ま

す
。
酸
性
土
が
改
良
さ
れ
る
と
土
壌
微

生
物
の
働
き
が
活
発
と
な
っ
て
、
有
機

物
の
分
解
を
早
め
る
効
果
も
あ
り
ま

す
。

　

野
菜
の
種
類
に
よ
っ
て
は
酸
性
を
好
む

も
の
も
あ
り
、
野
菜
の
種
類
に
適
し
た

酸
度
（
ｐ
Ｈ
）
に
調
整
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ス
イ
カ
は
ｐ

Ｈ
5
・
0
～
5
・
5
で
よ
く
育
ち
ま
す
。

一
方
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
タ
マ
ネ
ギ
は

特
に
酸
性
に
弱
く
、
発
芽
し
て
も
し
ば

ら
く
す
る
と
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
（
表

2
）。
酸
性
土
壌
で
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
イ

オ
ン
が
溶
け
出
し
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な

ど
の
根
を
阻
害
す
る
か
ら
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

［
酸
性
土
壌
の
矯
正
］
土
の
酸
度
を
調
べ

る
診
断
キ
ッ
ト
（
図
1
）
や
、
土
に
直

接
差
し
込
ん
で
測
定
す
る
土
壌
酸
度
測

定
器
が
あ
り
ま
す
。
石
灰
資
材
を
過
剰

に
与
え
る
と
微
量
要
素
の
吸
収
を
妨
げ

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
測
定
値
に
応
じ

た
石
灰
資
材
を
施
し
ま
す
。
施
用
量
は

土
壌
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
一
般
的
に
ｐ
Ｈ
を
1
上
げ
る
に
は

粒
状
の
苦
土
石
灰
で
は
1
平
方
ｍ
当
た

り
１
５
０
～
２
０
０
ｇ
で
す
。
な
お
、

石
灰
資
材
は
窒
素
肥
料
や
窒
素
分
の
多

い
堆
肥
と
一
緒
に
施
す
と
、
ア
ン
モ
ニ

ア
ガ
ス
が
発
生
し
、
窒
素
分
が
逃
げ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
石
灰
資
材
と

窒
素
肥
料
を
同
時
に
与
え
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
種
ま
き
や
植
え
付
け
2
週
間
前

に
石
灰
資
材
を
ま
い
て
よ
く
土
と
混
ぜ

て
お
き
、
1
週
間
前
に
化
成
肥
料
と
堆

肥
を
施
用
し
ま
す
。

※�

関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準
に

記
事
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
菜
園
で
は
多
く
の
種
類
を
栽
培
し

ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
合
わ
せ

た
土
壌
管
理
が
必
要
で
す
。

［
連
作
と
輪
作
］
同
じ
土
地
に
同
じ
野
菜

を
連
続
し
て
作
る
こ
と
を
連
作
と
い
い

ま
す
。
し
か
し
、
連
作
す
る
と
生
長
に

障
害
が
出
る
野
菜
が
あ
り
ま
す
。
連
作

障
害
の
原
因
は
多
様
で
す
が
、
病
害
に

よ
る
も
の
が
最
も
多
く
、
次
い
で
土
壌

の
悪
化
に
よ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

�　

エ
ン
ド
ウ
は
一
度
作
る
と
、
7
年
は

作
れ
ま
せ
ん
。
ト
マ
ト
、
ゴ
ボ
ウ
な
ど

は
5
、
6
年
、
イ
ン
ゲ
ン
マ
メ
、
サ
ト

イ
モ
な
ど
は
3
、
4
年
、
キ
ュ
ウ
リ
、

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
は
1
、
2
年
で
す
。

カ
ボ
チ
ャ
、
タ
マ
ネ
ギ
、
サ
ツ
マ
イ
モ

の
よ
う
に
連
作
し
て
も
障
害
の
出
に
く

い
野
菜
も
あ
り
ま
す
（
表
1
）。

�　

同
じ
科
に
属
す
る
近
縁
な
野
菜
は
似

た
性
質
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
病
害
虫

と
肥
料
の
吸
収
が
共
通
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
連
作
す
る
と
土
に
生
息
す

る
病
害
虫
が
増
え
、
微
量
で
も
必
要
な

肥
料
成
分
が
不
足
し
て
生
長
を
妨
げ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

�　

そ
の
た
め
特
性
の
異
な
る
野
菜
を
上

手
に
組
み
合
わ
せ
た
一
定
の
順
序
で
作

付
け
（
輪
作
）
を
し
ま
し
ょ
う
。

［
野
菜
の
適
性
酸
度
］
雨
が
多
い
日
本
は

カ
ル
シ
ウ
ム
（
石
灰
）
や
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
（
苦
土
）
が
流
れ
や
す
く
、
酸
性
土

に
な
り
が
ち
で
す
。
野
菜
の
生
育
に
適

し
た
弱
酸
性
（
ｐ
Ｈ
6
・
0
～
6
・
5
）

と
す
る
た
め
に
カ
ル
シ
ウ
ム
と
マ
グ
ネ

　

短
時
間
の
大
雪
が
発
生
す
る
と
、
車
が
動

け
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
1
台
の
車

が
止
ま
る
と
後
続
の
車
も
動
け
な
く
な
り
、

多
く
の
車
が
立
ち
往
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
大
雪
の
予
報
が
出
て

い
る
と
き
は
、
な
る
べ
く
車
の
運
転
を
控
え

る
こ
と
、
万
が
一
運
転
す
る
場
合
も
、
立
ち

往
生
対
策
が
必
要
で
す
。

　

地
球
温
暖
化
で
冬
の
気
温
も
上
昇
し
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
日
本
で
は
雪
が
降
る
く
ら
い

の
寒
さ
は
あ
り
ま
す
。
温
暖
化
に
よ
り
気
温

が
上
が
る
と
、
空
気
中
の
水
蒸
気
量
が
増
え

る
た
め
、
短
時
間
で
大
量
の
雪
が
降
り
積
も

る
ド
カ
雪
に
な
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

短
時
間
の
大
雪
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、

気
象
庁
か
ら
「
顕
著
な
大
雪
に
関
す
る
気
象

情
報
」
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
東
北
か
ら
中
国

地
方
に
か
け
て
の
日
本
海
側
で
は
、
お
お
む

ね
過
去
3
時
間
で
20
ｃ
ｍ
以
上
、
過
去
6
時

間
で
40
ｃ
ｍ
前
後
の
雪
が
降
る
よ
う
な
と
き

に
発
表
さ
れ
ま
す
。
こ
の
情
報
を
参
考
に
し

て
、
車
の
立
ち
往
生
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

菜
園
の
土
壌
管
理
　
野
菜
の
種
類
に
合
わ
せ
た
土
づ
く
り

園
芸
研
究
家
●
成
松　

次
郎

短
時
間
の
大
雪
に
警
戒

気
象
予
報
士
●
檜
山　

靖
洋
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JA松任　年末年始の営業について
１２月 １ 月

２７日
（水）

２８日
（木）

２９日
（金）

３０日
(土)

３１日
（日）

１日
(月)

２日
（火）

３日
(水)

４日
（木）

５日
（金）

６日
（土）

７日
（日）

８日
（月）

９日
（火）

ＡＴＭ
（キャッシュコーナー）

通常稼働

本・支店
一般業務

通常営業 休業 通常営業 休業 通常営業

営農部 通常営業 休業 通常営業 休業 通常営業

ＪＡグリーン松任
（まいどさん市場）

通常営業

時間短縮
８：３０

�
１７：００

休業
初売り

通常営業
臨時営業

※

松任給油所 通常営業　７：００〜２０：００ 休業
時間短縮

９：００〜１８：００
通常営業　７：００〜２０：００

千代野給油所 通常営業　７：００〜２２：００

時間短縮
７：００

�
２０：００

休業
時間短縮

９：００〜１８：００
通常営業　７：００〜２２：００

カープラザ
時短営業

12月25日より
８：３０〜１７：００

休業

時間短縮
８：３０

�
１７：００

ローンセンター 通常営業 休業 通常営業 休業 通常営業

農機センター 休業　１２月２３日（土）～１月８日（火）まで 通常営業

※肥料・農薬・資材の農家配送の年内受付は、１２月２８日（木）の１５：００までとさせて頂きます。

※ＪＡグリーン松任（まいどさん市場）の新年の営業は、１月８日（月）より通常営業致します。（８：３０～１８：００）

　 なお、１月から２月の間は毎週火曜日を定休日とさせて頂きますが、１月９日（火）は臨時営業いたします。

※灯油等の年内配達の受付は、１２月２６日（火）の１７：００までとさせて頂きます。

※カープラザは、１２月２５日（月）～２８日（木）と１月９日（火）の間、営業時間を８：３０～１７：００とさせて頂きます。

ＪＡ松任ﾛｰﾝｾﾝﾀｰ土曜営業日のご案内!!

■■松松任任石石川川

中中央央病病院院

■■イイオオンン松松任任

ささんん

国国道道８８号号線線

ＪＪＡＡｸｸﾞ゙ﾘﾘｰーﾝﾝ

ままいいどどささんん

市市場場中中央央支支店店

ＪＪＡＡ松松任任

本本店店 ＪＪＡＡ松松任任

カカーーププララザザ

JJAA松松任任

ロローーンンセセンンタターー

金金沢沢→→←←小小松松

★ＪＡ松任ﾛｰﾝｾﾝﾀｰ12月・1月の土曜営業日★
1122月月1166日日（（土土））・・2233日日（（土土））  11月月1133日日（（土土））・・2200日日（（土土））・・2277日日（（土土））

    ※※1122月月3300日日（（土土））・・１１月月６６日日（（土土））はは休休業業いいたたししまますす。。

商品の詳細等は店頭または電話にて

お気軽にお問合わせ下さい。

ＪＡ松任ローンセンター

白山市村井町１７８０番地
営業時間８：３０～１７：００

TEL０７６－２７４－１４７３

住宅、リフォームローン

マイカー、教育ローン

新新築築・・建建売売購購入入・・リリフフォォーームムををははじじ

めめ住住宅宅ロローーンンののおお借借換換ままでで対対応応いいたた

ししまますす。。

自自動動車車のの購購入入ままたたはは、、修修理理費費用用・・運運

転転免免許許取取得得費費用用・・カカーーポポーートト設設置置費費

用用等等がが対対象象ととななりりまますす。。

高高校校以以上上のの入入学学金金やや授授業業料料ななどどのの学学

費費等等がが対対象象ととななりりまますす。。
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【
第
8
回
理
事
会
】� —

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

令
和
5
年
11
月
27
日
（
月
）
午
後
1
時
30
分
開
催

　

第
8
回
理
事
会
に
は
1
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

7
件
の
報
告
事
項
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

議　
　

件

●
第
1
号
議
案　

第
19
期
総
代
選
挙
へ
の
対
応
方
針
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

　

次
期
総
代
選
挙
に
よ
る
総
代
選
出
の
考
え
方
（
女
性
総
代
や
農
業
者
の
意
見
が
反
映

で
き
る
よ
う
に
配
慮
）
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
の
対
応
方
針
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

①
令
和
5
年
度
上
半
期
開
示
（
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
）
の
実
施
に
つ
い
て

　

 　

令
和
5
年
度
上
半
期
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
松
任
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

②
リ
ス
ク
対
応
状
況
に
つ
い
て

　

 　

令
和
5
年
度
上
期
に
お
け
る
当
組
合
の
リ
ス
ク
対
応
状
況
に
つ
い
て
、
リ
ス
ク
管

理
委
員
会
で
の
協
議
を
踏
ま
え
た
、
そ
の
内
容
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

③
月
次
決
算
（
10
月
末
）
に
つ
い
て

　

 　

10
月
次
決
算
報
告
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

④
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
等
対
策
の
実
施
状
況
に
か
か
る
行
政
庁
報
告
に
つ
い
て

　

 　

金
融
庁
「
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
及
び
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
が
対
応
を
求
め
る
水
準
と
当
組
合
の
現
状
と
の
差
異
分
析
結
果
に
つ
い

て
、
そ
の
内
容
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

⑤
支
店
管
理
規
程
（
別
表
）
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

 　

加
賀
野
店
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
西
南
支
店
移
設
お
よ
び
山
島
台
店
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
松
南
支
店
移
設

に
伴
う
設
置
場
所
の
変
更
を
含
め
た
支
店
管
理
規
程
（
別
表
）
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

⑥
組
合
員
加
入
に
つ
い
て

　

 　

正
組
合
員
3
名
・
准
組
合
員
6
名
の
組
合
員
加
入
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

⑦
そ
の
他

　
　

准
組
合
員
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ふれあい広場　〜認知症と葬儀費用と生命共済〜
　ご両親のどちらかが亡くなったとき、残された方が認知症だったら、葬儀費用をご両親
同士の貯金で準備していても、すぐには引き出せない可能性があります。そこで、「家族に
葬儀のことで迷惑をかけたくない」「今から葬儀費用の準備はできるだろうか」と思ってい
る場合は、葬儀費用を共済で備えるといいでしょう。死亡共済金は受取人の固有財産なので、
受取人が請求すればすぐにお金を受け取れるため葬儀費用の準備におすすめです。

� ふれあい推進課　TEL：（076）274-1464

理
事
会
だ
よ
り
・
ふ
れ
あ
い
広
場
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Q 二重マスの文字を A から順に並べてできる
言葉は何でしょうか？　 （出題者）ニコリ

★
ヨ
コ
の
カ
ギ

★
タ
テ
の
カ
ギ

①
お
せ
ち
料
理
に
も
使
う
ニ
シ
ン
の

卵
巣
の
加
工
品

②
旅
行
前
に
○
○
○
ブ
ッ
ク
を
買
っ

た
③
俳
人
が
名
作
を
生
み
出
し
た
地
に

建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
も

⑤
北
を
向
い
た
と
き
西
に
な
る
方
向

⑥
丁
寧
に
い
う
と
ご
飯
で
す

⑧
横
綱
を
先
導
し
て
土
俵
に
上
が
り

ま
す

⑫
セ
イ
ウ
チ
の
口
か
ら
に
ょ
っ
き
り

⑬
農
地
○
○
、
道
路
交
通
○
○

⑭
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
含
ま
れ
る
体
の
設
計

図
。
○
○
○
○
操
作

⑮
猫
が
中
で
丸
く
な
っ
て
い
る
か
も

⑯
不
要
物
を
可
燃
、
○
○
○
、
資
源

ご
み
に
分
別
し
た

⑰
彼
女
は
○
○
を
言
わ
せ
ず
彼
を
外

に
連
れ
出
し
た

⑲
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
表
示
で
は「
Ｂ
」

①
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
理
科
の

科
目
の
1
つ

④
キ
ウ
イ
や
ポ
ン
カ
ン
の
生
産
量
が

日
本
一
の
県

⑦
エ
ッ
セ
ー
と
も
い
い
ま
す

⑨
か
つ
お
節
や
昆
布
で
取
り
ま
す

⑩
ガ
ラ
ガ
ラ
と
う
が
い
を
し
て
洗
う

も
の

⑪
ゆ
で
た
麺
を
ざ
る
に
あ
け
て
行
い

ま
す

⑬
大
股
の
人
は
広
め
で
す

⑮
カ
メ
や
カ
ッ
パ
の
背
に
付
い
て
い

ま
す

⑯
○
○
や
硯
（
す
ず
り
）
を
用
意
し

て
書
き
初
め
を
し
た

⑰
カ
ラ
オ
ケ
で
楽
し
む
も
の

⑱
○
○
○
○
の
計
は
元
旦
に
あ
り

⑳
旧
暦
1
月
の
異
称

㉑
見
張
る
こ
と
。
○
○
○
カ
メ
ラ

★ヨコのカギ

★ 

応
募
締
切

　

1
月
4
日
（
木
）

　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

★ 

景　
　

品

　

正
解
者
の
中
か
ら
4
名
の
方
に

『
象
印 

保
温
弁
当
箱
』
を
お
贈
り

し
ま
す
。

★ 

先
月
号
の
当
選
者

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

68
通
の
正
解
の
中
か
ら
4
名
の

方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
景
品
は
『
超
音
波
式
加
湿
器
』

で
し
た
）

※ 

当
選
発
表
は
、
商
品
の
発
送
を

も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

★ 

先
月
号
の
答
え

　
「
シ
ク
ラ
メ
ン
」

★ 

応
募
方
法

　

応
募
は
官
製
は
が
き

で
、
答
の
文
字
を
記
入

し
て
、次
の
要
領
で
送
っ

て
下
さ
い
。

■作り方

①リンゴの紅玉を釜にする。釜部分とふたに切り分け、

釜はアイスディッシャーなどで中をくり抜き、塩水

で洗い、水気を切っておく。

②くり抜いた紅玉の中身は半分に切って種を取る。ホ

タテ貝柱は塩・こしょうをして薄力粉を付ける。フ

ライパンに無塩バターを熱し、紅玉の中身、ホタテ

貝柱、ホンシメジをソテーして紅玉の釜に戻す。

③フライパンに白ワインとホワイトソースを入れ、火

にかけて混ぜ合わせ、②の上にかける。

④オーブンを 200 度に熱し、③にパルメザンチーズ

をかけて7、8分焼き上げ、ディルを飾り出来上がり。

■材料（２人分）
紅玉・・・・・・2個
ホタテ貝柱・・・2個
ホンシメジ・・・2本
無塩バター・・・適宜
白ワイン・・・・大さじ 2
ホワイトソース（市販品）
　　　　　・・・大さじ 3

薄力粉・・・・・・・適宜
パルメザンチーズ・・適宜
ディル・・・・・・・適宜
塩・こしょう・・・・適宜

　　 〒 924-0032

白山市村井町 1776
　JA 松任
　　まいどさん
　　　　クイズ係

６3

①こたえ
②広報誌「まいど

さん」への
　ご意見、ご希望
③郵便番号
　住所
　氏名
　年齢、職業

紅玉のグラタン紅玉のグラタン
「天晴（旧キッチン晴人）」
永井 智一 オーナーシェフ
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表
紙　

お
に
ぎ
り
贈
呈

ま
い
ど
さ
ん
12
月
号　

№
５
９
７

２
０
２
３
年
（
令
和
5
年
）
12
月
8
日
発
行

発
行
／
松
任
市
農
業
協
同
組
合
（
JA
松
任
）

　
　
　

石
川
県
白
山
市
村
井
町
１
７
７
６
番
地

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
６–

２
７
６–

２
２
２
２

　
　
　
　

http://w
w

w
.m

atto.is-ja.jp/

編
集
／
総
務
部
総
務
課

印
刷
／
前
田
印
刷
株
式
会
社

Information Box

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス

ＪＡからのご案内ＪＡからのご案内

＊　

編　

集　

後　

記　

＊

　

12
月
に
入
り
、
朝
晩
の
寒
さ
が
一
層
厳

し
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
さ
ま
も
冬
支
度
を
始
め
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ

イ
ヤ
へ
の
変
更
や
、
灯
油
の
配
達
な
ど
の

際
は
ぜ
ひ
Ｊ
Ａ
松
任
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
1
ヶ
月
と

な
り
ま
し
た
。
1
年
を
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
今
年
は
イ
ベ
ン
ト
の
復
活
が
多
く
、

い
ろ
い
ろ
な
場
所
へ
取
材
に
行
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

来
年
も
た
く
さ
ん
の
情
報
を
発
信
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ペ
ッ
ト
の
お
名
前
：
バ
ニ
ラ
く
ん（
♂
）

＊
＊
＊ 

ペ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー 

＊
＊
＊

お
住
ま
い
：
白
山
市

ネ
コ
年
齢
：
7
歳
6
ヶ
月（
推
定
年
齢
44
歳
）


